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平
成
十
八
年
度
か
ら
、
旧
三
本
松
小
学
校
跡
地
に
デ
ジ
タ

ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
（
以
下
デ
ジ
ハ
リ
大
）
が
誘
致
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
松
が
谷
連
絡
協
議
会
（
以
下
松
連
協
）

は
、
八
王
子
市
・
デ
ジ
ハ
リ
大
・
地
域
住
民
に
よ
る
話
し
合

い
の
場
、
三
者
協
議
会
設
立
に
向
け
て
準
備
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

十
二
月
十
一
日
、
由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
た

「
デ
ジ
ハ
リ
大
関
連 

三
者
協
議
会 

準
備
会
」
で
は
、
多
く

の
皆
様
の
ご
賛
同
を
得
て
（
仮
称
）
デ
ジ
ハ
リ
大
対
応
住
民

協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
当
面
の
間
は
「
夢

あ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
事
務
局
と
し
て
お
手
伝
い
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
早
急
に
組
織
や
運
営
方
法
な
ど
の
基
本
的
な

こ
と
を
話
し
合
あ
い
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
の
ご
意
見

を
集
め
な
が
ら
、
三
者
協
議
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
八
王

子
市
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。  

デ
ジ
ハ
リ
大
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
小
学
校
の
統
廃
合
な

ど
に
よ
り
、 

そ
の
所
在
地
が
、
鹿
島
小
や
松
が
谷
小
に
移

動
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
単
に
旧
三
本
松
小
学
校
近
隣
の

方
々
や
施
設
利
用
団
体
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
仮
称
）
デ
ジ
ハ
リ
大
対
応
住
民
協
議
会
は
、
広
く
住
民

の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
八
王
子
市
・
デ
ジ
ハ
リ
大
・

地
域
住
民
の
三
者
が
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め
の
協
議

会
で
す
。「
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
そ
の
事
務
局

と
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
三
者
協
議
会
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

連
絡
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話
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七
五
ｌ
五
四
六
七 

防防防災災災キキキャャャンンンプププででで大大大活活活躍躍躍ののの小小小学学学生生生救救救護護護班班班   
写真は、2005年9月3・4日に旧三本松小で行われた 

｢防災キャンプ｣でのひとこま。 
看護士さんの指導の下、小学生（それも女の子ばかり！） 
４人が、負傷した男性を担架に移しているところです。 
当初の計画では、中学生にお願いする予定だった救 

E-Mail：yumekm21@hotmail.com 

広報 ゆめまち 第２号 
２００５．１２．２４ 

発行：夢あるまちづくり協議会 

護の任務ですが、当日は中学生参加者が少なく、急きょ 
女子だけの小学生救護班が編成されることになりました。 
 初めは不安そうにしていた女の子達でしたが、最後には 
｢大人がいなくても、男の子がいなくても出来た！！｣と 
満面の笑み。とっても貴重な体験になりました。 

平
成
十
七
年
度
松
連
協
専
門
委
員 

夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
代
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